佐川町男女共同参画計画策定のための関係団体意見まとめ
男女共同参画の視点で活動していること（問１）
・性別、年齢、地域を問わず、平和で暮らしやすい社会を求め、様々な要求を出し合い解決するために自治体や国に声を届ける取り組みをしている。特に、女性の声は届きにくい、気付かれにくい点があるので、そこを大切にしている。
・共同参画を特に意識して活動している訳ではないが、「子どもの健やかな成長を図る活動」や「保健、医療、福祉の増進を図る活動」、「街づくり推進を図る活動」に取り組んでいる。
・交流会、情報交換、研修等を通して女性農業者が責任ある担い手として成長できる機会の確保など。
・料理教室やみそ作り、女性部や助け合い組織にこにこ会との合同研修会など。
・女性の出番が少なく、生活面に密着した活動が不足していたことから、女子会を発足した。活動当初は、「女で何ができる」との声も聞いたが、２年経過頃からは男性の積極的な協力があり、男女それぞれの特性を生かした共同体として大きく成長している。
男女共同参画の視点で取り組むべきだと思う点（問１）
＜男女が共に主体的に関わることができるような意識啓発や環境整備＞
・男性への呼びかけ、幅広い層の人の声が聞けるよう取り組むことが今後の課題となる。
・１人ではなかなか出来ないけれど、やりたい事を様々な分野の会員が力を合わせ、実践することで女性が「いきいき」と活躍出来る機会と場を作り共に楽しむこと。
・夫婦で家事、育児を共有できるような家庭を築いてもらうためにも、父親の子育て参加への意識を高めていきたい。しかし、父親の就労状況などから平日の参加は期待できないのが現状である。
男女共同参画を進める上での課題等（問２）
（1）地域活動において
＜性別や年齢にかかわらずともに参画しやすい環境づくり＞
・新規農業者がいる一方で、女性農業者が交流できる場がないのではないか。
・男女共同参画計画に関して、開かれた場での十分な討議が必要となる。日常的に男性の発言する場は沢山あるが、女性の場合は限られている。女性の意見が反映される場が必要。
・女性団体にも参加協力を求め、男女の声が聞けるように配慮する。また、参加呼びかけの際には、出席者をイメージして広い層の方が参加、発言できる工夫をする。
・生計をたてることが最優先となり、イベントや講習会、見守り活動などには、男女ともに参加できにくいが、年齢を問わず、女性も地域の中で自分の世代や若い人達、子供達の活動に参加して欲しい。
（2）家庭生活において
＜家事の分担・協力の促進＞
・若い世代は男女の別なく家事や育児に参加している人が多い。壮年、高齢世代で単身者や配偶者を亡くした人が、自分の力で家事をできるような教室や集いがあればと思う。
・育児、家事、介護等にかかる負担は女性に多い。夫婦で分担して協力し合えるような生活意識は男性にも必要となる。
（3）教育の場において
＜学校における男女平等と子どもが自立できる教育の推進＞
・個々がちがうこと、ちがっていいことを理解し、お互い認め合った上で１人ひとりが自分の考えをもち、発言できるような子どもに育って欲しい。
・小学校等は女性の教員が多いが、成長していく子供達にとって両性の比率が同等な教育が欲しい。
・図書館建設で審議会が発足したが、設計、建設においても女性の声が届くよう配慮して頂きたい。
・勉強だけでなく大人になって自立（経済、生活面）できる人間を育てて欲しい。
（4）職場・就労環境において
＜男女共同参画の視点に立った就業環境づくり＞
・男性は仕事、女性は家事という社会の意識は根強い。男女共に必要となる仕事に打ち込めるような同僚や家族の理解が不足している。
・女性が多様な年齢で力を発揮できるよう、国全体で女性の働きやすい環境を整えていく事が大切だと思う。（子育て、介護、障害者等の施策の補充が必要）
・核家族で子育てをしている家庭が多い中、女性だけに育児負担がかからないよう男性の育児休暇などが取りやすいような職場環境を望む。
（5）政策・方針決定の場において
＜女性リーダーの育成＞
・各種審議会や、委員会の構成委員の中の女性の割合が少ない。多様な人材（職種）を入れて欲しい。
・男性と女性の比率だけを整えればいいという事ではなく、男女共に１人前の人間としてきちんと考え、行動し、学んで実力をつけていく必要がある。
計画策定にあたり重視すべき点（問３）
＜地域づくり人材の発掘と関連団体との連携＞
・バックアップ、フォローアップの出来る人間の配置と、計画策定時の進捗状況の報告が必要。また、町民に判りやすい周知方法の検討。
・行政サービスの行き届かない生活支援に対し、地域にある町民の力を見つけ出し、その人や場をつなげていく人材が欲しい。
・町で活躍しているグループ等の内容、現状等の調査。それぞれの特徴を把握し、連携するためにも、社会教育の一環として研修や視察に取り組むこと。
・独身の方が年を重ね、親の介護のために仕事を辞め困っている話が出ている。家族で支えられる様、婚活も重要なのでは。老人の暮らしに関する支援を増やして欲しい。
・農業分野では「指定農業制度の共同申請」など、女性を経営への参画者・代表者として明確に位置づけることが重要。
・佐川町に合った計画を地元業者で進めること。
自由意見（問４）
・佐川町内の催し事には、地域の人（役場の職員）は先頭に立って活動してもらいたい。
・アンケートがどのように活用されるのか分からない。報告等もきちんとして欲しい。
・過去の５年計画の取り組みと、現状報告が出来ていない。報告があっての次の計画策定ではないか。
・各団体が男女共同参画の視点で企画を出し合うことも必要。
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